
生徒の感想 (一部抜粋)

　今回のキャリアチャレ

ンジデイを行う前は、

「将来はこうなろう！」

と思っていたが、キャリ

アチャレンジデイを通し

て将来こうなるために大

切なこととはなんだろう

と考え始めました。

　話せるのは母国の日本

語だけでなく、世界のグ

ローバル化に合わせて英

語も話せるようにならな

いといけないと思いまし

た。

　働く人は自分の生活のた

めに仕事をしていると思っ

ていたけど誰かに喜んでも

らうため、役に立つために

仕事をしている人が多いと

分かりました。人のために

働くということに熱意を感

じて、どんな状況において

も自己中心的にならずに周

りを見て行動しようと思い

ました。

キャリアチャレンジデイ当日の様子

【講師トークパート】

【インタビューパート】

２６Kami
２０２５年１月号

メモを取ったり、うなずいたりしながら、

熱心に講師の話を聞いていました。

トークパートの内容を受け、事前に準備した
質問を再考し、代表者が講師にインタビュー
しました。

　独立行政法人国際協力機構のＪＩＣＡ海外協力隊

として、香北町出身の山本さおりさんの派遣が決

定し、１１月２０日に、出発報告のため市役所を訪

れました。

　山本さんは「服飾」隊員として、今月から約２

年間、ガーナ共和国に派遣されることになってお

り、ミシンの基本操作や縫製、服飾デザインなど

を指導する予定です。現地でのご活躍を期待して

います。

２７ Kami
２０２５年１月号

１１月１９日に、山田高校地域みらい部の生徒３

名と市内スイーツメーカーのワンデースイーツラ

ボが市長のもとを訪れ、新製品「神池芋のプヂ

ン」の完成を報告しました。

　この製品は、原材料に物部町の神池地区で栽培

されている神池芋（高系4号）を使用したオリジナ

ルのプヂン(※)で、山田高校地域みらい部の生徒と

ワンデースイーツラボが共同開発したものです。

　神池芋の独特な旨

味と香りで、上品か

つなめらかな味に仕

上がっており、「伝

説の芋」を感じられ

る一品となっていま

す。

※ プヂン・・・プリンに似たブラジル発祥のお菓子

　香美市在住の妊婦・乳幼児の保護者を対象とし

て、香美市産材を使ったファーストスプーンづく

りが開催されました。９～１１月に子育てセンタ

ーなかよし、子育てセンターびらふ、大栃保育園

それぞれで行われたこのイベントは、「緑の募

金」が活用されており、小さい頃から木に触れて、

自然を大切にしてほしいという思いから実施され

たものです。

　会場には託児スペースがあり、日ごろ子育てに

励む皆さんも育児から離れ、２時間集中して作っ

ていました。また大栃保育園では、ファーストス

プーンを作っている保護者のすぐ隣で、園児を対

象に木工体験が実施され、木の葉やドングリ、木

材などと、木からできた「木粉ねんど」を組み合

わせ、思い思いの作品を作っていました。

　参加者の皆さんは、我が子のことを考えながら、

使いやすい形になるよう一生懸命作っていました。

木の心地よさや自然の大切さ、お子さんへのたく

さんの愛情が感じられるイベントとなりました。

神池芋のプヂンが完成！神池芋のプヂンが完成！


